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　国民生活がこんなに苦しいときに、国土

交通大臣は「高級すぎるとか、台数が多す

ぎるのではないか、運転手付きの高級車に

職員が乗るのは贅沢といった批判が寄せら

れている。国民の目から見て納得できる必

要最小限の台数に縮減し、利用形態につい

ても適正化を図らなければならない」と言

っています。とは言っても、これまで税金を

使い放題にムダ遣いし、役人天国を放置し

てきたのが与党、自民党政権なのです。 
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  　　　　　　　　　国交省だけでみても、購入した車は５５０万円

　　　　　　　　クラスの国民が手の届かない超高級車ばかり。

　　　　　　　　職員の送迎や移動、現地調査のためだけに使わ

　　　　　　　　れる運転手付きの超高級公用車は不必要です。

　　　　　　　　運転業務の委託だけで年間８２億円。この委託

先には役人が天下り、１カ月に僅か４０時間しか稼働しない車もある

のです。これらの高級車も何年乗って、その後どうするかは公表さ

れていません。 
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　小沢一郎代表は、神奈川県選挙区の位置づけなどを語り「全国の過半数の議席を得るためには、何

としてもこの神奈川県でも２桁の議席を獲得しなければならない」との認識を示しました。  

　「不景気が進行し始め、物価が上がる中で、相変わらずの官僚主導政治や小泉政権以来の市場原理、

自由競争を引き続き行っている状況の中で臨時国会が開かれれば、与党に対して『主権者の声を臨時

国会で聞け』と言うことになる」と述べ、「政官の癒着の構造の中、官僚支配で成り立つ政権の体質が、

結局は何事も自分たちでは決められない政治に陥ってしまった」と指摘しました。 

　また、小沢代表は「自民党の政治は長期政権の中で国民生活から遊離し、国民生活に全く目を向け

ない、自分たちだけの利害の政権になった」とも述べました。地方議員、国会議員とも国民の立場で暮

らしをしっかしりとみつめ、議会に臨んでいかなくてはならないということです。 

　官･業の談合、不祥事などが後を絶ちません。言い過ぎかも知れませんが、石川五右衛門の「浜の真

砂は尽きるとも、世に盗人の種は尽きまじ」の状態こそが自民党の許してきた官僚行政の姿なのです。 
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〈事務連絡・討議資料〉 

小沢代表、次期衆院選に向けて“檄” 
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